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3.7.39 DF/R に対する MOR コメントの受領にかかわる調整業務（2007 年 10 月 10 日） 

MORのDF/Rに対するコメントは 2007年 10月 10日深夜になって調査団側に提出された。

MOR 側は 10 日午前中に各担当および DFCCIL からのコメントを Verma 顧問が集約し、

それを Verma 顧問 / Pillai 部長 / Beck 課長が取りまとめの作業を行っていた。しかしなが

ら翌日に国会での来年度予算の説明が予定されており、このための資料を平行して作成し

なければなかったこと、またドイツからミッション対応もあり、コメントの内容の吟味や

取りまとめに十分な時間を避けなかった模様であった。一時は 10 日中にコメントを調査

団側が「受領するのは難しい状況となったが、統合マネジメントでは仲野団員を MOR に

待機させ、交渉を行った。この結果、Pillai 部長が 10 日夜に帰宅中の Jena 総裁の自宅ま

で出向いてコメントに対する決裁サインを所得し、10 日深夜に調査団が受領することが

できた（次頁）。受領した MOR コメントは同日中に JICA、ODA 関連 3 省、JBIC に配信

した。 

 



インド国 
幹線貨物鉄道輸送力強化計画調査（統合マネジメント） 最終報告書（本編） 

 
173 



インド国 
幹線貨物鉄道輸送力強化計画調査（統合マネジメント） 最終報告書（本編） 

 
174 



インド国 
幹線貨物鉄道輸送力強化計画調査（統合マネジメント） 最終報告書（本編） 

 
175 



インド国 
幹線貨物鉄道輸送力強化計画調査（統合マネジメント） 最終報告書（本編） 

 
176 



インド国 
幹線貨物鉄道輸送力強化計画調査（統合マネジメント） 最終報告書（本編） 

 
177 

 


	3. 調査実施にかかる主な調整ならびに指示･伝達結果
	3.7 その他調整事項
	3.7.39 DF/Rに対するMORコメントの受領にかかわる調整業務（2007 年10 月10 日）





